報告書

ボランティア学生柔道指導員

南アフリカ共和国

東海大学大学院

体育学研究科体育学専攻

ニノ坂　啓

＜目的＞

　派遣先において柔道の普及・発展に努め、柔道を通じて現地の人々との交流を図る。また、日本の心や文化を理解してもらい、異文化間交流を推進し、世界と日本の架け橋になれるよう努める。

＜期間＞

　2008年8月3日～2008年9月13日

＜場所＞

　ヨハネスブルグ ⇒ プレトリア ⇒ ラステンバーグ ⇒ ポチェフストローム

⇒ ウェルコム ⇒ ブルームフォンテン ⇒ ダーバン ⇒ ポートエリザベス

⇒ ジョージ ⇒ パール ⇒ サムレストウェスト ⇒ ケープタウン ⇒ ヨハネスブルグ

＜南アフリカの概要＞
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　面積：121万9090平方キロメートル（日本の約3.2倍）

　人口：4785万人（2007年）

　首都：プレトリア（行政府）

ケープタウン（立法府）

ブルームフォンテン（司法府）

　元首：ターボ・ムベキ大統領（2008年5月現在）
　言語：主に英語とアフリカーンス、全部で11の公用語がある。

　通貨：ランド（Ｒ）　1Ｒ＝約14円（2008年5月現在）
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　時差：日本より7時間遅れ

　食事：基本は肉料理やですが、魚なども地方によってはあります。練習後にはBraai（ブライ）というバーベキューが頻繁に行なわれています。

　物価：日本の7～8割程度

　気候：1年を通して温暖

　水道水：飲めますが、ミネラルウォーターを飲用したほうがいいようです。また、各家庭に浄水器がついており普通に飲めました。

　　治安：滞在期間中、危険なことは全くありませんでしたが、場所によっては悪い状態です。スラム街などは当然ながら昼間でも危険です。

　スポーツ：主なスポーツはラグビー、ネットボール、クリケットなど

＜日程＞　
	日付及び場所
	内容

	8月3日（日）
	成田19:10発→ シンガポール01:15着

	8月4日（月）

プレトリア
	シンガポール02:20発→ヨハネスブルグ07:10着
Southdowns Judo Academy　18：00～21：00

	8月5日（火）

プレトリア
	ジムでトレーニング

Garsfontein 道場　18：00～20：00

	8月6日（水）

プレトリア
	自宅ガレージで打込

Southdowns Judo Academy　18：00～

	8月7日(木)

プレトリア
	Woodhill College　15：00～17：00

Pretoria University　18：30～20：00

	8月8日（金）

プレトリア
	小学校の授業（midstream）　11：00～13：30

	8月9日(土)

プレトリア
	ジュニアの大会（ハウテン州）

	8月10日（日）

プレトリア
	休み

	8月11日（月）

ヨハネスブルグ
	Hajime 道場　17：30～20：30

	8月12日（火）

ヨハネスブルグ
	AJK club　16：00～19：30

	8月13日(水)

ヨハネスブルグ
	小学校の授業の手伝い 12：00～15：00

KANO Dojo

	8月14日（木）

ヨハネスブルグ
	小学校の授業の手伝い　13：00～14：30
NIHON Dojo　17：45～18：45

	8月15日（金）

ラステンバーグ
	midstream school class
Rutenburg へ移動

	8月16日(土)

ラステンバーグ
	大会

	8月17日（日）

ラステンバーグ
	休み

	8月18日（月）

ラステンバーグ
	Rutenburg Judo Club　16：00～19：30

	8月19日（火）

ポチョフストローム
	Potchefstroomへ移動
Potchefstroom Judo Club　17：00～19：00

	8月20日（水）

ウェルコム
	Welkomへ移動
HARMONY Judo　17：30～19：00

	8月21日（木）

ウェルコム
	HARMONY Judo　17：00～19：00

	8月22日（金）

ブルームフォンテン
	Blomefonteinへ移動
Elite Judo Club　

	8月23日（土）

ブルームフォンテン
	Elite Judo Club　8：30～11：30

	8月24日（日）

ブルームフォンテン
	休み

	8月25日（月）

ダーバン
	Durbanへ移動（飛行機）
小学校の授業の手伝い

	8月26日（火）

ダーバン
	Bernard dojo14：00～15：00

	8月27日（水）

ポートエリザベス
	Port Elizabethへ移動（飛行機）
Booysen Park　18：00～19：30

	8月28日（木）

ポートエリザベス
	ST Joseph's Junior school
MJ's Dojo　17：00～19：30

	8月29日（金）

ポートエリザベス
	ST Joseph's Junior school
MJ's Dojo　17：00～19：30

	8月30日（土）

ポートエリザベス
	MJ's Dojo　10：00～12：30

	8月31日（日）

ポートエリザベス
	休み

	9月1日（月）

ポートエリザベス
	小学校の授業の手伝い　9：00～12：20

	9月2日（火）

ポートエリザベス
	小学校の授業の手伝い　13：00～15：00

	9月3日（水）

ジョージ
	ジョージへ移動
South Caoe Judo 16：00～20：00

	9月4日（木）

オウツルーン
	観光

	9月5日（金）

オウツルーン
	ラグビー

	9月6日（土）

モッセルベイ
	モッセルベイへ移動

	9月7日（日）

サムセットウェスト
	サムセットウェストへ移動

	9月8日（月）

サムセットウェスト
	kadoshi Judo kwai　18：00～19：30

	9月9日（火）

ステレンボッシュ
	Paarl Judo Club　18：15～20：00

	9月10日（水）

ケープタウン
	Cape Town dojo　18：00～20：00

	9月11日（木）

ヨハネスブルグ
	Kaizen judo club　18：00～20：00

	9月12日（金）
	帰国


＜南アフリカの柔道について＞

南アフリカの柔道のレベルはそれほど高くなく、ほとんどがジュニアの選手でした。南アフリカではラグビーやクリケットに比べて柔道はメジャーではないので実業団のようなチームはなく、道場で続けるしかありません。また、地方になると道場の数も少なく、道場に通うのに50kmもの距離を行き来する必要がある地域もあります。
　施設については、[image: image3.jpg]
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畳のある道場は非常に少なく、ほとんどの道場がマットの上にシートを被せたものなどを畳の代わりとして使用していました。また、どの場所も畳(マット)が常時置いてあるわけではなく、畳(マット)がない場所へは毎回車に積んで移動させて準備をします。練習後はみんなで畳を片付けて終わります。時には芝生の上に畳を敷くといったこともありました。掃除については、ほとんどの道場で行われていない様子でした。
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　練習内容は1週間に1～2回、1～2時間といった練習のところがほとんどでした。練習内容は、ウォーミングアップ、技の練習、寝技乱取1～3分×3～5、立技乱取1～3分×3～5といった内容です。また、学校の授業で行う柔道は遊びという要素が強い様に感じられました。南アフリカの子供達は集中力がないとのことで集中力を高めるような遊びから、バランスを鍛えるような遊びがありました。柔道衣に関しては貧富の差もあるようでしたが着用していないところがほとんどでした。
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　南アフリカでは年6回の大きな大会があります。8月16日(土)に行なわれた大会では300人くらいの選手が集まりました。7月に行なわれた大会が南アフリカでの最大で1300人もの選手が集まります。南アフリカはランキング制になっており今年の成績が来年のランキングに影響します。またカテゴリーも多く、グループ０からグループ６に分かれており、さらにグループの中で階級に分かれています。＊詳しくは下記アドレス先項目8参照

http://www.judosa.co.za/tournaments/NRE%20-%20Rustenburg_16_August_2008.htm
また、大きな大会は南アフリカの各地で行なわれるため、大会へ参加するのは非常に費用が掛かります。そのため、毎回大会へ参加することが非常に困難な状況であるといえます。特に貧しい地域などでは年1回の大会に出ることが困難な場合もあります。結局、貧富の差がランキングに影響してしまっているのではないかと思いました。

道場の先生の主な仕事は柔道の指導で、昼間は小学校の授業で柔道を教えたり、小さなクラブを掛け持ちしたりしています。夕方になると自分の道場の練習が始まります。また、小学校の授業において1日に8クラスもの授業をこなしている先生もいました。それでも十分な収入は得られないとのことで夫婦共働きのところがほとんどでした。収入も地域によっても変わってくるそうで、白人の多い地域ではそれなりの収入が得られるものの、黒人の多い地域などではたいした収入にならないそうです。それでも、そういった黒人の多い地域で柔道を教えている先生に出会いました。話によるとその先生は自分の家を4軒売ってまでもその地域の柔道のために尽くしているそうです。

南アフリカでは柔道が仕事として成り立っています。柔道を広め発展させようとすることと同時に門下生を増やす活動もしなければなりません。また、門下生が減ることは収入に影響します。その結果として、日本のような教育としての柔道とは異なったものになってしまうのではないか、また、そのことを理解していないのではないかということが考えられます。現に以下のような状況を目にしました。畳（マット）の上に土足で上がる。乱取開始時や試合開始時の礼法は行うものの終了時の礼法を怠る。ゴミを道場内や試合会場に放置する。スポーツの要素が重要視されるあまりに本来の柔道の意義が軽視される傾向があるように感じられました。しかし、南アフリカの全部が全部そういった状況にはありませんでした。最後に訪れたケープタウンの道場では生徒はとても礼儀正しく先生が道場に入ると一斉に先生に向けて挨拶をしていました。また、畳に上がる際には靴をそろえて上がるなど、南アフリカの中で最も厳格な道場でした。

南アフリカで生活していた中で一番に感じたことは、伝えたいことを伝えるにはある程度の言語が必要であるということです。確かに、言葉が通じなくても柔道を通してコミュニケーションをとることは可能です。ただ、本当に伝えたいことが伝わっているのか、言いたい事が言えているかはよくわかりません。外国の人たちは日本人のように察するとういことがあまりないように感じました。それならば、はっきりとした態度と言葉で伝えなければならないのではないかと思いました。
＜最後に＞
今回の派遣は南アフリカということで、言語や治安などたくさんの不安がありました。しかし、帰国した今は本当に行ってよかったと思っています。南アフリカの人たちはみんな親切でいい人たちばかりでした。また、日本の伝統文化ともいえる柔道が南アフリカという日本からとても離れている国で親しまれていることにとても驚かされました。南アフリカの柔道はヨーロッパから入ってきたものだと聞きましたが、南アフリカの人たちは日本の柔道に共感している人たちが多いように感じました。日本の柔道の心を広めるためにも今後の活動が大切なものになってくるのではないかと思いました。

今回の派遣では本当にたくさんの事を学び、日本では出来ないような体験することができました。この経験は今までの人生の中で大きく私を成長させてくれる出来事になったと思います。このような経験ができたことを大変有難く思います。また、本当にたくさんの人たちのおかげでトラブルもなく不自由のない生活を送ることができました。今回の派遣のきっかけを下さった山下先生を始め橋本先生や光本さん、私を温かく迎えてくれた現地の方々など、大変多くの人たちに感謝しています。本当にありがとうございました。







